
 

令和元年度第１回松伏町総合教育会議 

会議録 

開 催 日 時 令和元年６月１９日（水） 

午後３時３５分から午後４時３０分まで 

会 議 会 場 松伏町役場本庁舎３階 第二会議室 

出 

席 

者 

氏 

名 

構 成 員 

松伏町長               鈴木   勝 

松伏町教育委員会教育長        佐藤  哲士 

松伏町教育委員会教育長職務代理者   若盛  正城 

松伏町教育委員会教育委員       田口  嘉則 

松伏町教育委員会教育委員       谷ケ﨑由紀子 

松伏町教育委員会教育委員       渡邊  淳子 

事務局等 

企画財政課長             石川   敏 

企画財政課主幹            大貫  孝司 

企画財政課主任主事          渡邉  麻子 

教育総務課長             星野  健一 

教育文化振興課長           目黒  健二 

教育総務課主幹            渡辺  武志 

教育総務課主任指導主事        田中  亮祐 

教育総務課副主幹           岡本  正央 

欠 席 者 なし 

傍 聴 人 なし 

次  第 

（協議又は調整が

行われた事項） 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 教育長挨拶 

４ 協議・調整事項 

（１）平成３０年度のいじめ、不登校等の状況について 

（２）放課後子ども教室の運営状況について 

（３）平成３０年度埼玉県学力・学習状況調査結果 

５ 閉会 

配布資料 ・令和元年度第１回松伏町総合教育会議次第 

・令和元年度第１回松伏町総合教育会議出席者名簿 

・資料１－１ 平成３０年度 児童生徒のいじめの現状について 

・資料１－２ 平成３０年度 児童生徒の不登校等（長期欠席者） 

の状況 

・資料１－３ 不登校指導生徒の推移 

・資料２－１ 金杉小学校放課後子ども教室運営状況 

・資料２－２ 放課後子ども教室の様子 

・資料３   平成３０年度 埼玉県学力・学習状況調査結果≪松

伏町≫ 

・松伏町総合教育会議運営要綱 

・松伏町総合教育会議傍聴要綱 



・松伏町総合教育会議傍聴要綱運用基準 

議事録作成者 企画財政課総合政策担当 主任主事 渡邉 麻子 

協議又は調整の要旨 

議事 発言者 発言内容・決定事項 

１ 開会 事務局 会議の開会を宣言 

２ 町長挨拶 町長 町長の挨拶 

３ 教育長挨拶 教育長 教育長の挨拶 

４ 協議・調整事項 

会議録署名人の確認 事務局 会議録の署名人は、町長部局側で町長と教育委員

会側で会議ごとに出席者名簿の順に従って、１人

ずつ署名いただくこととなっているため、署名人

は、町長と教育長となる旨報告する。 

（１）平成３０年度の

いじめ、不登校等

の状況について 

事務局 協議・調整事項の進行は、会議招集者である町長

に依頼する。 

町長（議長） 次第 ４ 協議・調整事項の（１）平成３０年度

のいじめ、不登校等の状況について事務局より説

明を求める。 

事務局 （資料１－１から１－３に基づいて説明） 

・平成３０年度における小学校のいじめの認知件

数は３１６件で、前年度と比べ１２件増えてお

り、児童数に対し認知率は２０．７％となって

いる。 

・平成３０年度における中学校のいじめ認知件数

は７１件で、前年度と比べ３０件減っており、

生徒数に対し認知率は８．１％となっている。 

・いじめの認知件数について、小学校では低学年

から中学年、高学年へと学年が上がるとともに

減少している。中学校では中学２年生がやや多

く、中学３年生になると一気に減少しており、

思春期の成長過程をそのまま表しているよう

である。 

・いじめの態様については、「冷やかしやからか

い、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。」が

小中学校共に昨年度に引き続き一番多い割合

になっている。 

・いじめの態様のうち、県内で大きな問題になっ

ている「パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中

傷や嫌なことをされる。」については、本町では

少ない割合となっており、日頃の指導が浸透し

てきている結果だと考えられる。 

・いじめによる「重大事態」発生件数については、

前年度に引き続き小中学校共に０件となって

いる。 



・平成３０年度児童生徒の不登校等（長期欠席者）

の状況について、本町では平成２８年度から不

登校等児童生徒の割合が上昇傾向にあり課題

となっている。まずは休みの原因の把握に努

め、関係諸機関との連携を図るとともに、児童

生徒及び家庭との繋がりを大切にして適切な

指導をしていきたい。 

町長（議長） 質問等を求める。 

委員 ・不登校等への対応について、具体的な対応策は 

あるか。 

事務局 ・不登校等の原因に様々な理由が絡んでいるた 

め、まずは一つ一つの原因を究明するために丁 

寧に、親身になって聞くようにしている。 

委員 ・民生委員や福祉関係等、地元の方々と情報共有 

等できるとよいのではないか。 

教育長 ・民生委員及び児童委員の方に、学期末頃に学校 

まで来ていただき、具体的に情報共有を行って 

いる。こういった体制は近隣を見ても本町だけ 

であり、有り難い環境だと認識している。 

町長（議長） ・その他意見・質問等を求める。 

構成員 【意見・質問なし】 

（２）放課後子ども

教室の運営状況

について 

町長（議長） 次に、４ 協議・調整事項の（２）放課後子ども

教室の運営状況について事務局より説明を求め

る。 

事務局 （資料２－１及び２－２に基づいて説明） 

・平成３０年度の実績については、月曜日及び木

曜日に計６１回実施した。前年度と比べ７回増

えており、のべ参加児童数は１，４２２人で、

前年度より３３３人増となっている。 

・活動内容については、前半に学習活動として主

に宿題を行う時間に充てている。後半は体験活

動として資料２－２のとおり様々な活動を行

っている。 

・地域交流として、学校応援団の方々にご協力い

ただき、校庭でスナッグゴルフを行った。こち

らは学童クラブと一体として実施した。 

・今年度の予定については、昨年度同様、月曜日

及び木曜日に計６１回の実施を予定している。 

・参加登録人数については、令和元年５月９日現 

在、新一年生が入り定員の３０人となってい

る。 

・活動内容の拡大として、「バケツ稲栽培」を行

い、児童の体験活動を充実させる。こちらは５



月１６日から開始し順調に育っている。 

・指導員の拡充が課題であり、地域のけんこうク

ラブの委員に声を掛けているが厳しいところ

である。 

町長（議長） 質問等を求める。 

構成員 【意見・質問なし】 

（３）平成３０年度埼

玉県学力・学習状

況調査結果 

町長（議長） 次に、４ 協議・調整事項の（３）平成３０年度

埼玉県学力・学習状況調査結果について事務局よ

り説明を求める。 

事務局 （資料３に基づいて説明） 

・埼玉県学力・学習状況調査とは、小学４年生

から中学３年生を対象に、学力の「伸び」を

見ていく調査である。 

・平均正答率については県より低い結果となっ

ているが、平成２９年度から平成３０年度の

１年間の「学力の伸び」については、小学５

年生の国語・算数及び中学２年生の国語は、

県よりも学力の「伸び」が大きくなってい

る。 

・平成２９年度と平成３０年度のアクティブラ

ーニングの実施、学習方略、非認知能力につ

いて、学級経営がしっかりしているところに

ついては「学力の伸び」が高い。 

・テストで計測される学力やＩＱなどとは違

い、自分の感情をコントロールして行動する

力があるなど性格的な特徴のようなものを示

す非認知能力については、しっかりとした学

級経営によって穏やかになるといった結果に

つながっている。 

・中学校１年生では、学習方略の全ての項目で

県の数値を上回っており、問題となっている

中一ギャップも少ないと考えられる。 

町長（議長） 質問等を求める。 

委員 ・町は非認知能力において、非常に良い環境で 

ある。非認知能力はもっと伸ばしていけると 

思う。 

町長（議長） その他意見等を求める。 

構成員 【意見・質問なし】 

町長（議長） 協議調整事項について終了し、進行を事務局へ戻

す。 

６ 閉会 教育長職務代

理者 
会議の閉会の挨拶 

事務局 ・次回の日程については、令和元年１０月の定



例教育委員会の日程に併せて開催する。具体

的な日程等は決まり次第文書で通知する。 

上記記載事項は、令和元年６月１９日松伏町役場本庁舎第二会議室において開催した、

令和元年度第１回松伏町総合教育会議の内容を記録したものに相違ないことを認め、こ

こに署名する。 

    

         令和元年７月２３日 

 

 

           署名人の職・氏名  町 長 鈴木 勝                      

 

 

           署名人の職・氏名  教育長 佐藤 哲士                       

 

 


